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Since Haidt’s paper on moral judgment was published in 2001, studies of the development of 
morality have changed focus from Kohlbergian perspective to Haidt’s moral intuition theory. 
The ‘Trolley problem’ is a symbolic moral dilemma, which reveals that moral judgments are 
mainly made on the basis of moral intuition, not on rational, cognitive thought. In this study, 
we made a moral dilemma of this kind, the moral intuition vs. utilitarian judgment, using 
everyday occurrences. And as a dependent variable, we used a slightly morally wrongdoing. 
We studied how the three independent variables, the moral intuition, empathy and the moral 
identity, affect this dependent variable. The results are as follows: 
1) If you can imagine victims of the wrongdoings easily, then empathy is a more effective 
inhibitor. 
2) If you can’t, then the moral intuition is more effective. 


















(hindsight) で あ る と 論 じ ら れ た ( 高 井 ,20105; 寺
井,20096)。このような道徳的直感を代表するジレンマが
「路面電車課題」(Trolley Problem)である。路面電車課



















理的人間」(Yamagishi et al., 201411)の前提を疑うため
の，非常に有力な例題として様々な場面で取り上げられ
るようになってきた。また，今後自動車の自動運転など

































常的な道徳性を測定する the Visions of Morality Scales 
(VMS)と、Davis(1980)18 の Interpersonal Reactivity 
Index を用いて検討し，高い相関を見いだした Shelton 












った概念の 1 つが，道徳的アイデンティティ (moral 



































































対象者 女子大学生 89 名に調査を依頼した。白紙で
提出した 3 名を除いた 86 名を分析対象とした。質問紙
は高井(2010)で用いられた路面電車課題 2 問と今回新た
に作成した直感的道徳判断課題の 3 問であった。 
調査項目の構成 























































































回答数は 237 名（男性 50 名，女性 187 名）となった（平















































を行った。また，負荷量が 0.5 以下の場合に 2 因子間の
負荷量の差が小さくなっていったため，負荷量 0.5 以下





























(定数) 19.68 2.173 9.054 .00
情動的共感 -.140 .042 -.222 -3.305 .00
道徳的アイデンティティ -1.133 .306 -.241 -3.701 .00







(定数) 6.066 1.219 4.975 .00
情動的共感 .027 .024 .079 1.127 .26
道徳的アイデンティティ -.606 0.171 -.238 -3.527 .00







　11. 車椅子や松葉杖の人が一人で扉を開けにくそうにしていても, ほおっておくこと .799 -.093
　12. 前を歩いている人がつまずいて転んでも, 無視して横を通り過ぎること .748 -.031
　13. みんなが冷たくしていると聞いた人に対して, 自分も同じように冷たくすること .702 -.033
　10. 袋が破れて目の前で困っている人がいても, ほおっておくこと .634 -.069
　14. 本当かどうか分からない友達のうわさ話をすぐに別の友達に話すこと .619   .044
　15. かげで友達の悪口を言うこと .571 -.040
　17. 友達から打ち明けられた悩みごとを、こっそり他の友達に教えること .401  .223
　16. お葬式の場所で、笑いながら話をすること .337  .145
　  9. 先生にあだ名で呼びかけること .209  .117
明確な被害のない逸脱行動(α＝.734)
　2. 人の邪魔になるところに荷物を置くこと -.044 .789
　3. 図書室で借りた本を返さずに持っておくこと -.120 .579
　1. 学校や駅でみんなで使う傘を借りたが返さないこと -.067 .567
　6. 道路や階段などのみんなが使う場所で地面に座ること  .012 .517
　4. ひじをテーブルにのせながらご飯を食べること  .025 .466
  5. 口に食べ物が入っているままで立ち歩くこと  .116 .413
　7. 校長先生に話しかけられたとき,　「はい」と言わずに「うん」と返事をすること  .267 .385
























































































Atkins et al．(2004)28 は，道徳的アイデンティティを構
成するものは，道徳的判断，自己理解，社会的機会の 3
つであり，それらはパーソナリティと安定した社会的影






















目しているのは， Kochanska (Kochanska,200231; 
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